
授
刀
舎
人
の
特
質
―
古
代
中
央
軍
事
機
関
に
お
け
る
二
つ
の
警
護
原
理
―
（
磯
崎
）

四
九

授
刀
舎
人
の
特
質

―
古
代
中
央
軍
事
機
関
に
お
け
る
二
つ
の
警
護
原
理
―

磯
崎
　
茂
佳

は
じ
め
に

　

授
刀
舎
人
は
慶
雲
四
年
（
七
〇
七
）
七
月
の
授
刀
舎
人
寮
の
設
置
か
ら
、
天
平
神
護
元
年
（
七
六
五
）
年
二
月
の
授
刀
衛
が
近
衛
府
へ

改
称
さ
れ
る
ま
で
見
ら
れ
る
武
官
で
あ
る
。
設
置
目
的
に
つ
い
て
は
従
来
元
明
天
皇
即
位
の
四
日
後
に
置
か
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
元
明

あ
る
い
は
そ
れ
に
加
え
て
首
皇
子
の
擁
護
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
天
皇
が
令
制
五
衛
府
よ
り
も
「
自
由
に
動
か
し
得
る
」「
私
的
兵
力
」
を

持
つ
と
位
置
づ
け
る
見
解
が
通
説
的
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
近
年
の
通
史
で
も
採
用
さ
れ
て
い
る（

１
）。

こ
の
ほ
か
衛
府
制
度
再
編
も
し

く
は
整
備
の
一
環
と
す
る
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
大
勢
と
は
な
っ
て
い
な
い（

２
）。

　

本
稿
は
「
私
的
兵
力
」
と
す
る
見
解
に
は
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
も
そ
も
五
衛
府
の
組
織
は
、
太
政
官
―
八
省
の
官
職
体
系
と
は

別
系
列
で
、
天
皇
独
自
の
指
揮
命
令
権
の
も
と
に
あ
っ
た（

３
）の

で
あ
り
、
天
皇
が
衛
府
を
「
自
由
に
動
か
し
得
」
な
か
っ
た
と
は
言
え
な

い
は
ず
で
あ
る
。
一
方
で
、
衛
府
制
度
の
再
編
と
見
る
立
場
に
つ
い
て
は
、
授
刀
舎
人
寮
が
既
存
の
五
衛
府
と
は
別
に
設
置
さ
れ
た
意
義

が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
そ
れ
が
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
授
刀
舎
人
を
考

え
る
た
め
に
は
、
前
提
と
し
て
五
衛
府
の
性
格
も
問
わ
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
授
刀
舎
人
の
組
織
の
変
遷
に
も
問
題
が
あ
る
。「
私
的
兵
力
」
を
認
め
る
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
笹
山
晴
生
氏
の
研
究（

４
）が

通
説
的
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第
四
六
〇
号
　
二
〇
一
二
年
三
月

五
〇

な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
授
刀
舎
人
に
は
二
系
統
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
慶
雲
四
年
の
授
刀
舎
人
寮
設
置
か
ら

神
亀
五
年
（
七
二
八
）
の
中
衛
府
へ
の
再
編
を
経
て
大
同
二
年
（
八
〇
七
）
に
右
近
衛
府
と
な
る
系
統
（
第
一
次
授
刀
舎
人
）
と
、
天
平

十
八
年
（
七
四
六
）
に
設
置
さ
れ
、
天
平
宝
字
三
年
（
七
五
九
）
の
授
刀
衛
設
置
、
天
平
神
護
元
年
（
七
六
五
）
の
近
衛
府
へ
の
再
編
を

経
て
、
大
同
二
年
に
左
近
衛
府
と
な
る
系
統
で
あ
る
（
第
二
次
授
刀
舎
人
）。
氏
の
研
究
に
対
し
て
は
中
衛
府
と
授
刀
舎
人
寮
が
併
置
さ

れ
て
い
た
と
い
う
見
解
は
出
さ
れ
て
い
る
が
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
な
い（

５
）。

授
刀
舎
人
の
性
格
を
考
え
る
た
め
に
は
中
衛

府
と
の
関
係
を
含
め
て
、
組
織
の
変
遷
の
検
討
は
不
可
欠
で
あ
る
。

  

以
上
の
状
況
を
踏
ま
え
て
本
稿
は
衛
府
制
度
と
授
刀
舎
人
と
の
比
較
を
出
発
点
と
し
て
、
そ
の
変
遷
の
検
討
を
経
て
授
刀
舎
人
の
特
質

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一
　
衛
府
の
警
護
原
理

　

授
刀
舎
人
と
衛
府
を
比
較
す
る
前
提
と
し
て
、
令
制
五
衛
府
が
ど
の
よ
う
な
原
理
に
よ
っ
て
活
動
し
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
お

き
た
い
。
ま
ず
問
題
に
し
た
い
の
は
、
衛
府
が
ど
の
よ
う
に
警
備
し
て
い
た
か
と
い
う
そ
の
具
体
的
な
あ
り
方
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
律

令
規
定
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
以
下
、
養
老
職
員
令
の
五
衛
府
の
規
定
を
掲
げ
る
。

職
員
令
59
衛
門
府
条

督
一
人
。〈
掌
、
諸
門
禁
衛
、
出
入
、
礼
儀
、
以
レ

時
巡
検
、
及
隼
人
、
門
籍
、
門
牓
事
。〉
佐
一
人
。
大
尉
二
人
。
少
尉
二
人
。
大

志
二
人
。
少
志
二
人
。
医
師
一
人
。
門
部
二
百
人
。
物
部
三
十
人
。
使
部
三
十
人
。
直
丁
四
人
。
衛
士
。

主
な
職
掌
と
し
て
諸
門
の
禁
衛
、
出
入
、
礼
儀
が
挙
げ
ら
れ
る
。
禁
衛
は
宮
廷
の
警
護
を
意
味
し
、
文
字
通
り
門
を
護
（
衛
）
る
こ
と
を

衛
門
府
が
担
っ
て
い
る
。
ま
た
門
籍
や
門
牓
を
担
当
し
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
こ
で
い
う
門
は
宮
の
門
を
示
す
こ
と
が
分
か
る
。
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授
刀
舎
人
の
特
質
―
古
代
中
央
軍
事
機
関
に
お
け
る
二
つ
の
警
護
原
理
―
（
磯
崎
）

五
一

職
員
令
61
左
衛
士
府
条

督
一
人
。〈
掌
、
禁
二

衛
宮
掖
一

、
検
二

校
隊
仗
一

、
以
レ

時
巡
検
、
衛
士
名
帳
、
及
差
科
、
大
備
、
陳
設
、
車
駕
出
入
、
前
駆
後
殿
事
。〉

佐
一
人
。
大
尉
二
人
。
少
尉
二
人
。
大
志
二
人
。
少
志
二
人
。
医
師
二
人
。
使
部
六
十
人
。
直
丁
三
人
。
衛
士
。

次
に
衛
士
府
の
場
合
、
宮
掖
の
禁
衛
が
第
一
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
や
は
り
宮
の
警
備
を
担
当
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
車
駕
出
入
」、
す

な
わ
ち
行
幸
時
に
も
「
前
駆
後
殿
」、
行
幸
の
列
の
前
後
の
警
護
を
担
当
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
令
集
解
』
職
員
令
左
衛
士
府
条

古
記
が
「
古
記
云
、宮
掖
即
宮
門
。
是
非
二

禁
内
一

者
。
軍
防
令
云
、即
諸
衛
府
、各
検
二

所
部
及
諸
門
一

也
。
其
門
籍
門
牓
、与
二

衛
門
府
一

、

共
可
二

相
知
一

」
と
す
る
よ
う
に
、
大
宝
令
で
は
衛
士
府
も
「
門
籍
牓
」
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

職
員
令
62
左
兵
衛
府
条

督
一
人
。〈
掌
、
検
二

校
兵
衛
一

、
分
二

配
閤
門
一

、
以
レ

時
巡
検
、
車
駕
出
入
、
分
二

衛
前
後
一

、
及
左
兵
衛
名
帳
、
門
籍
事
。〉
佐
一
人
。

大
尉
一
人
。
少
尉
一
人
。
大
志
一
人
。
少
志
一
人
。
医
師
一
人
。
番
長
四
人
。
兵
衛
四
百
人
。
使
部
三
十
人
。
直
丁
二
人
。（

６
）

兵
衛
府
も
、
閤
門
に
配
置
さ
れ
、
行
幸
時
に
は
隊
列
の
前
後
の
警
備
に
当
た
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
、
五
衛
府
が
宮
と
そ
の
門
で
の
警
備
、
そ
し
て
衛
士
府
と
兵
衛
府
に
つ
い
て
は
行
幸
の
隊
列
の
警
備
が
職
掌
の
中
心
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
そ
こ
で
さ
ら
に
宮
・
門
、
行
幸
へ
の
衛
府
の
関
わ
り
方
を
追
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　

ま
ず
宮
域
の
門
に
つ
い
て
は
外
郭
か
ら
宮
城
門
（
大
宝
令
で
は
外
門
）・
宮
門
（
中
門
）・
閤
門
（
内
門
）
と
す
る
三
段
階
の
区
分
法
が

知
ら
れ
て
い
る（

７
）。

こ
れ
ら
の
門
と
衛
府
の
担
当
区
域
に
つ
い
て
、
笹
山
氏
、
直
木
孝
次
郎
氏
、
浅
野
充
氏
ら
の
諸
研
究
の
成
果
を
ま
と

め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
職
員
令
の
規
定
よ
り
閤
門
を
兵
衛
府
が
担
当
し
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
そ
の
他
の
門
に
つ
い
て
は
次
に
掲

げ
る
『
令
集
解
』
宮
衛
令
１
宮
閤
門
条
の
古
記
に
示
さ
れ
て
い
る
。

外
門
、
謂
最
外
四
面
十
二
大
門
也
。
主
当
門
司
、
謂
門
部
。
其
中
門
、
謂
衛
門
与
二

衛
士
一

共
防
守
也
。
門
始
著
レ

籍
此
門
也
。
内
門
、

謂
兵
衛
主
当
門
之
也
。
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〇
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二
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月

五
二

す
な
わ
ち
外
門
は
衛
門
府
の
門
部
が
主
当
、中
門
は
衛
門
府
と
左
右
衛
士
府
が
防
守
し
、内
門
は
左
右
兵
衛
府
が
主
当
し
た
。
そ
の
他
『
令

集
解
』
宮
衛
令
４
開
閉
門
条
の
古
記
に
は
以
下
の
よ
う
に
別
式
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

所
部
、謂
依
二

別
式
一

、左
右
衛
士
府
、中
門
、并
御
垣
廻
及
大
蔵
内
蔵
民
部
外
司
喪
儀
馬
寮
等
。
以
二

衛
士
一

、分
配
防
守
。
以
レ

時
検
行
。

為
レ

有
二

所
部
之
人
一

謂
二

之
所
部
也
一

。
左
右
兵
衛
府
内
門
諸
門
按
検
也
。
衛
門
府
中
門
外
門
按
検
也
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
ま
ず
左
右
衛
士
府
が
中
門
・
御
垣
廻
・
大
蔵
・
内
蔵
・
民
部
外
司
・
喪
儀
・
馬
寮
等
に
衛
士
を
分
配
し
防
守
し
定
期
的

に
検
行
す
る
。
次
に
左
右
兵
衛
府
は
内
門
諸
門
の
按
検
を
担
当
す
る
。
そ
し
て
衛
門
府
は
中
門
・
外
門
の
按
検
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
衛
士
府
に
関
す
る
記
述
か
ら
、
門
に
よ
っ
て
五
衛
府
の
担
当
す
る
区
域
も
区
別
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
よ
う
。

　

三
種
の
門
の
う
ち
、
外
門
（
宮
城
門
）
が
宮
城
十
二
門
と
呼
ば
れ
る
宮
域
最
外
郭
部
の
門
で
あ
る
こ
と
は
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

他
の
門
に
つ
い
て
は
、
律
、
令
、
続
紀
で
異
な
る
用
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
ど
の
門
に
対
応
す
る
か
は
直
木
氏
、
浅
野
氏
の
間

に
相
違
が
あ
る
。
し
か
し
各
衛
府
の
担
当
門
に
つ
い
て
は
両
氏
の
見
解
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
部
分
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で

浅
野
氏
の
作
成
し
た
「
宮
都
の
宮
の
概
念
図
」（
一
部
改
変
）
に
よ
っ
て
担
当
区
域
を
ま
と
め
て
み
た
い
。
こ
の
図
で
衛
門
府
が
担
当
す

る
外
門
（
宮
城
門
）
は
Ａ
と
な
る
。
衛
門
府
と
衛
士
府
が
担
当
す
る
中
門
（
宮
門
）
は
Ｅ
、
そ
し
て
中
門
に
相
当
す
る
と
さ
れ
る
Ｂ
も
担

当
門
に
加
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
兵
衛
府
が
担
当
す
る
内
門
（
閤
門
）
は
Ｄ
で
あ
り
、
Ｃ
も
内
門
（
閤
門
）
で
あ
る
か
ど
う
か
は
議
論
が
あ

る
も
の
の
、『
令
集
解
』
宮
衛
令
奉
勅
夜
開
門
条
の

古
記
所
引
八
十
一
例
が「
大
極
殿
門
者
、兵
衛
開
閉
」

と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
兵
衛
が
担
当
し
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
内
裏
を
中
心
し
た
空
間
を
内
側

か
ら
兵
衛
府
、
衛
士
府
・
衛
門
府
、
衛
門
府
門
部

が
護
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
五
衛
府
の
職
掌
で
注
目

 

内裏外郭

内裏内郭

Ｄ
Ｅ

大極殿
Ｃ

朝堂

Ｂ

Ａ

京 

宮都の宮の概念図 
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授
刀
舎
人
の
特
質
―
古
代
中
央
軍
事
機
関
に
お
け
る
二
つ
の
警
護
原
理
―
（
磯
崎
）

五
三

さ
れ
る
の
は
、
護
る
対
象
が
門
と
い
う
場
を
中
核
と
す
る
論
理
で
表
さ
れ
る
編
成
原
理
を
取
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
原
理
の
意
味

は
、
宮
の
門
の
果
た
し
た
役
割
を
確
認
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

宮
の
門
に
つ
い
て
は
浅
野
氏
が
宮
内
部
の
門
の
開
閉
と
律
令
国
家
の
官
僚
制
が
連
動
し
て
い
る
こ
と
を
官
僚
制
の
特
質
と
し
て
述
べ
て

い
る
こ
と
が
参
考
に
な
ろ
う
。
氏
は
そ
の
こ
と
を
以
下
の
三
点
か
ら
指
摘
し
て
い
る（

８
）。

第
一
に
は
勤
務
時
間
・
場
所
を
律
し
て
い
る
点
。

例
と
し
て
養
老
令
公
式
令
60
京
官
上
下
条
（
た
だ
し
大
宝
令
の
対
応
条
文
の
存
否
は
不
明
）
を
挙
げ
る
。

凡
京
官
、
皆
開
門
前
上
、
閉
門
後
下
。
外
官
、
日
出
上
、
午
後
下
。
務
繁
者
、
量
事
而
還
。
宿
衛
官
、
不
レ

在
二

此
例
一

。

京
官
の
勤
務
時
間
が
門
の
開
閉
時
間
に
よ
っ
て
律
せ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
こ
れ
に
対
応
す
る
唐
令
公
式
令
補
13
条（

９
）で

は
門
の
開
閉
に

は
触
れ
て
い
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

凡
内
外
官
、
日
出
視
レ

事
、
午
而
退
。
有
レ

事
則
直
レ

官
省
之
、
務
繁
、
不
レ

在
二

此
例
一

。

こ
の
ほ
か
、
宮
衛
令
開
閉
門
条
の
規
定
な
ど
か
ら
官
人
勤
務
の
場
も
門
の
開
閉
に
よ
っ
て
変
化
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
第
二
に
は
武
田
佐

知
子
氏
が
日
本
の
衣
服
令
は
唐
令
と
違
い
、
宮
門
内
と
い
う
場
に
限
定
し
た
公
的
な
次
元
で
の
衣
服
の
み
の
規
定
で
あ
っ
た
と
捉
え
て
い

る
こ
と（

10
）か

ら
、
衣
服
の
規
定
が
門
の
内
外
に
よ
り
規
定
さ
れ
て
い
た
と
す
る
点
で
あ
る
。
第
三
に
門
籍
制
を
挙
げ
て
い
る
。
門
籍
に
つ

い
て
は
宮
衛
令
宮
閤
門
条
で
、
官
人
の
名
簿
に
よ
っ
て
宮
門
・
閤
門
で
区
切
ら
れ
る
宮
の
特
定
の
空
間
に
入
る
人
々
を
制
限
す
る
こ
と
を

規
定
し
て
い
る
。
以
上
の
三
点
か
ら
浅
野
氏
は
官
僚
制
が
門
の
開
閉
と
連
動
し
て
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
を
持
っ
た
と
し

た
上
で
、
そ
れ
が
天
皇
が
居
し
て
い
る
宮
で
機
能
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
天
皇
制
、
律
令
国
家
の
特
質
と
も
関
連
し
て
い
る
は
ず
だ

と
す
る
。

　

こ
の
浅
野
氏
の
指
摘
を
踏
ま
え
る
と
、
五
衛
府
は
門
で
区
切
ら
れ
た
場
の
論
理
で
、
官
僚
制
及
び
内
裏
に
居
す
る
天
皇
な
ど
の
古
代
国

家
の
機
構
を
警
護
し
て
い
た
の
で
あ
る（

11
）。

　

こ
の
論
理
は
宮
を
離
れ
る
行
幸
の
場
合
に
よ
り
明
確
と
な
る
。
行
幸
時
の
衛
府
の
配
置
を
示
す
衛
禁
律
車
駕
行
衝
条
を（

12
）検

討
し
よ
う
。

凡
車
駕
行
、
衝
レ

隊
者
、
杖
一
百
。
若
衝
二

兵
衛
及
内
舎
人
仗
者
一

、
徒
一
年
。
誤
者
、
各
減
二

二
等
一

。
若
畜
産
唐
突
、
守
衛
不
レ

備
、
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第
四
六
〇
号
　
二
〇
一
二
年
三
月

五
四

入
二

宮
門
者
一

、
杖
七
十
、
衝
二

仗
衛
一

者
、
杖
八
十
。

行
幸
の
隊
列
に
人
畜
の
突
入
を
許
し
た
場
合
、
宮
門
に
動
物
が
進
入
し
た
場
合
の
罰
則
を
定
め
て
い
る
。
隊
は
衛
士
の
隊
列
を
、「
兵
衛

及
内
舎
人
仗
」
に
つ
い
て
は
仗
が
隊
列
を
意
味
す
る
の
で
、
兵
衛
及
び
内
舎
人
の
隊
列
の
こ
と
で
あ
る
。
課
せ
ら
れ
る
罰
則
の
厳
し
さ
の

違
い
か
ら
兵
衛
・
内
舎
人
が
天
皇
に
近
侍
し
、
衛
士
は
そ
の
外
側
を
警
備
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
『
令
集
解
』
宮
衛
令
車
駕
出
入
条
の
古
記
に
は
鹵
簿
の
例
と
し
て
吉
野
行
幸
が
示
さ
れ
て
い
る
。

古
記
云
、
当
按
、
謂
二

亦
次
耳
一

、
鹵
簿
図
、
謂
行
幸
之
図
也
。
暇
令
、
行
二

芳
野
一

、
左
右
京
職
列
レ

道
。
次
隼
人
司
、
衛
門
府
、

次
左
衛
士
府
、
次
図
書
寮
、
如
レ

此
諸
司
当
次
図
耳
。
至
二

羅
城
之
外
一

、
倭
国
列
レ

道
。
京
職
停
止
也
。

令
規
定
に
は
な
か
っ
た
衛
士
府
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
着
目
さ
れ
る
。
仁
藤
敦
史
氏
は
こ
の
古
記
と
職
員
令
を
も
と
に
行
幸
時
の
兵
力
編
成

を
次
の
よ
う
に
復
原
し
て
い
る（

13
）。

衛
門
府
・
左
衛
士
府
・
左
兵
衛
府
・
内
舎
人
・
天
皇
・
内
舎
人
・
右
兵
衛
府
・
右
衛
士
府

こ
の
編
成
は
宮
に
お
け
る
衛
府
の
編
成
そ
の
ま
ま
と
言
っ
て
よ
い
。
ま
た
、
前
掲
の
衛
禁
律
条
文
の
み
な
ら
ず
宮
や
行
幸
に
関
す
る
規
定

は
衛
禁
律
、
宮
衛
令
と
い
う
同
じ
二
つ
の
編
目
で
扱
わ
れ
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る（

14
）。

つ
ま
り
行
幸
の
隊
列
の
編
成
原
理
は
宮
と
同
じ

く
場
の
論
理
に
基
づ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

二
　
授
刀
舎
人
と
中
衛
府

　

授
刀
舎
人
に
つ
い
て
、
野
尻
房
夫
氏
は
職
員
令
62
左
兵
衛
府
条
に
規
定
さ
れ
る
兵
衛
府
の
職
掌
を
閤
門
の
護
り
と
車
駕
行
幸
に
際
し
て

の
警
備
に
あ
っ
た
と
解
釈
し
た
上
で
、
閤
門
内
で
の
官
廷
内
の
秩
序
維
持
の
任
に
は
な
か
っ
た
と
し
、
そ
う
し
た
五
衛
府
の
持
つ
機
能
的

欠
陥
を
補
う
も
の
が
授
刀
舎
人
寮
で
あ
っ
た
と
す
る
。
つ
ま
り
令
制
五
衛
府
と
同
じ
編
成
原
理
を
持
ち
、
五
衛
府
よ
り
も
原
理
上
内
部
を

護
る
存
在
で
あ
っ
た
と
す
る
。
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授
刀
舎
人
の
特
質
―
古
代
中
央
軍
事
機
関
に
お
け
る
二
つ
の
警
護
原
理
―
（
磯
崎
）

五
五

　

山
田
充
昭
氏
も
授
刀
舎
人
の
職
掌
を
「
禁
中
の
内
奥
」
の
警
備
と
い
う
場
の
論
理
で
捉
え
て
い
る
。
授
刀
舎
人
の
独
自
性
に
つ
い
て
は
、

天
皇
か
ら
の
授
刀
に
よ
っ
て
天
皇
の
信
頼
を
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
が
、
そ
れ
は
精
神
的
紐
帯
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
。
一
方
で
山
田

氏
は
元
明
や
首
と
の
関
係
を
否
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
授
刀
舎
人
寮
設
置
時
点
で
授
刀
が
な
さ
れ
た
理
由
が
不
明
確
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。

　

そ
の
他
、
小
倉
章
雄
氏
は
『
続
日
本
紀
』
で
、
行
幸
の
際
に
諸
国
か
ら
臨
時
に
徴
発
さ
れ
て
い
た
騎
兵
の
記
事
が
、
授
刀
舎
人
寮
設
置

以
後
見
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
行
幸
に
従
っ
た
騎
兵
集
団
を
恒
常
的
な
組
織
と
し
て
編
成
し
た
の
が
授
刀
舎
人
で
あ
る
と
し
、
さ
ら

に
仁
藤
敦
史
氏
は
諸
国
か
ら
騎
兵
が
徴
発
さ
れ
た
理
由
を
衛
府
が
行
幸
に
従
駕
す
る
騎
兵
と
し
て
の
役
割
を
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
に
求
め
る（

15
）。

　

こ
れ
ら
の
議
論
の
前
提
に
は
、
授
刀
舎
人
が
二
期
に
分
か
れ
る
と
い
う
笹
山
氏
の
理
解
が
あ
る
。
氏
の
理
解
の
概
要
は
、
第
一
次
授
刀

舎
人
寮
が
神
亀
五
年
七
月
の
中
衛
府
設
置
に
と
も
な
い
、
そ
れ
に
併
合
も
し
く
は
発
展
拡
大
さ
れ
る
一
方
で
、
天
平
十
八
年
（
七
四
六
）

に
新
た
に
第
二
次
授
刀
舎
人
が
設
置
さ
れ
た
と
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
論
拠
と
し
て
は
次
の
三
点
が
あ
る
。

１　

中
衛
府
設
置
直
前
の
神
亀
四
年
（
七
二
七
）
十
月
以
降
、
天
平
十
八
年
（
七
四
六
）
ま
で
授
刀
舎
人
寮
・
授
刀
舎
人
の
名
称
が
史
料

上
か
ら
途
切
れ
る
こ
と

２　

神
亀
四
年
ま
で
は
、
賜
禄
記
事
な
ど
で
続
紀
の
武
官
を
列
挙
し
た
記
事
に
必
ず
授
刀
舎
人
の
名
が
見
え
る
が
、
天
平
元
年
（
七
二
九
）

以
降
は
み
え
な
く
な
る
こ
と

３　

養
老
六
年
（
七
二
二
）
に
授
刀
頭
で
あ
っ
た
藤
原
房
前
が
、
の
ち
初
代
の
中
衛
府
大
将
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

ち
な
み
に
、
１
の
天
平
十
八
年
の
記
事
が
第
二
次
授
刀
舎
人
の
設
置
を
示
す
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
次
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

『
続
日
本
紀
』
天
平
十
八
年
二
月
己
丑
条

改
二

騎
舎
人
一

為
二

授
刀
舎
人
一

。

ま
ず
最
も
大
き
な
根
拠
と
考
え
ら
れ
る
１
及
び
２
の
授
刀
舎
人
に
関
す
る
記
述
が
な
く
な
る
と
い
う
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
２
の
実
例
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第
四
六
〇
号
　
二
〇
一
二
年
三
月

五
六

と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
記
事
か
ら
中
・
下
級
官
人
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
部
分
を
抽
出
す
る
と
表
の
よ
う
に
な
る
。

和
銅
四
年
十
月
甲
子

禄
法
の
制
定

大
舎
人
、
帯
剣
舎
人
、
兵
衛
、
史
生
、
省
掌
、
召
使
、
門
部
、
物
部

養
老
七
年
十
月
乙
夘

祥
瑞
出
現
に
よ
る
賜
禄

左
右
大
舎
人
、
授
刀
舎
人
、

神
亀
三
年
三
月
辛
巳

南
苑
で
の
宴
に
伴
う
賜
禄

六
位
已
下
官
人
及
大
舎
人
、
授
刀
舎
人
、
兵
衛

神
亀
四
年
十
月
甲
戌

皇
子
誕
生
翌
日
の
賜
禄

左
右
大
舎
人
、
兵
衛
、
授
刀
舎
人
、
中
宮
舎
人
、
雑
工
舎
人
、
太
政
大
臣

家
資
人
、
女
孺

天
平
元
年
八
月
癸
亥

祥
瑞
改
元
賜
禄

定
額
散
位
及
左
右
大
舎
人
、
六
衛
府
舎
人
、
中
宮
職
舎
人
、
諸
司
長
上
及

史
生
、
使
部
伴
部
、
門
部
主
帥
、
女
孺
采
女
、
宮
人

天
平
十
二
年
六
月
庚
午

大
赦
対
象
か
ら
の
除
外

中
衛
舎
人
、
左
右
兵
衛
、
左
右
衛
士
、
衛
門
府
衛
士
、
門
部
、
主
帥
、
使

部

天
平
十
三
年
閏
三
月
乙
亥

賜
禄

百
官
主
典
已
上
、
中
衛
兵
衛
等

直
木
氏
は
こ
の
笹
山
氏
の
指
摘
を
踏
ま
え
て
記
事
中
の
登
場
位
置
に
着
目
し
、
大
舎
人
と
兵
衛
と
の
間
、
も
し
く
は
後
に
列
挙
さ
れ
て
い

た
授
刀
舎
人
の
位
置
が
、
天
平
元
年
以
降
中
衛
舎
人
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
と
す
る（

16
）。

そ
の
こ
と
が
授
刀
舎
人
寮
か
ら
中
衛
府
へ
の
変

化
を
反
映
し
て
い
る
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
賜
禄
理
由
や
対
象
者
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
単
純
に
比

較
で
き
る
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
こ
の
事
例
か
ら
指
摘
で
き
る
の
は
中
衛
府
設
置
に
よ
り
中
衛
舎
人
が
対
象
に
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
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授
刀
舎
人
の
特
質
―
古
代
中
央
軍
事
機
関
に
お
け
る
二
つ
の
警
護
原
理
―
（
磯
崎
）

五
七

と
い
う
点
で
あ
り
、
授
刀
舎
人
の
消
滅
ま
で
指
摘
す
る
の
は
困
難
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
再
設
置
の
立
場
を
と
る
と
考
選
賜
祿
名
籍
が
中
衛
府
に
属
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
る
ま
で
個
々
の
授
刀
舎
人
を
統
轄
す
る
官
司
が

不
明
確
に
な
っ
て
し
ま
う
。
笹
山
氏
は
そ
の
期
間
、
中
務
省
の
管
轄
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
が（

17
）、

推
測
に
止
ま
っ
て
い
る
。
や

は
り
史
料
に
見
え
な
い
こ
と
を
根
拠
に
授
刀
舎
人
寮
が
廃
止
さ
れ
た
と
す
る
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
し
中
衛
府
へ
の
移
管
記

事
に
お
い
て
も
そ
れ
ま
で
の
統
轄
官
司
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の
縮
小
を
伴
う
再
編
が
あ
っ
た
可
能
性
は
あ

る
。

　

３
は『
令
集
解
』衣
服
令
諸
臣
朝
服
条
所
引
養
老
六
年
二
月
二
十
三
日
格
で
房
前
が
授
刀
頭
と
し
て
登
場
し
、一
方
で『
公
卿
補
任
』や『
万

葉
集
』
八
一
〇
、
八
一
一
の（

18
）記

載
か
ら
中
衛
府
の
初
代
大
将
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
房
前
が
授

刀
頭
と
中
衛
大
将
を
歴
任
し
た
こ
と
は
分
か
る
が
、
授
刀
舎
人
寮
か
ら
中
衛
府
と
い
う
官
司
自
体
の
移
行
の
根
拠
と
す
る
に
は
弱
い（

19
）。

  

以
上
の
よ
う
に
三
つ
の
論
拠
は
状
況
証
拠
で
あ
り
、
直
接
に
授
刀
舎
人
が
中
衛
府
へ
再
編
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
は
な
い
。
逆
に
授

刀
舎
人
が
中
衛
府
に
は
解
消
さ
れ
な
い
こ
と
を
示
す
史
料
が
あ
る
。

『
続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
八
歳
（
七
五
六
）
七
月
乙
巳
条

勅
、
授
刀
舎
人
考
選
賜
祿
名
籍
者
、
悉
属
二

中
衛
府
一

。
其
人
数
以
二

四
百
一

爲
レ

限
。
闕
即
簡
補
。
但
名
二

授
刀
舎
人
一

、
勿
レ

為
二

中

衛
舎
人
一

。
其
中
衛
舎
人
、
亦
以
二

四
百
一

爲
レ

限
。

は
、
授
刀
舎
人
の
考
選
賜
祿
名
籍
を
中
衛
府
に
属
さ
せ
る
こ
と
と
定
員
を
定
め
、
中
衛
舎
人
と
の
区
別
を
明
確
に
し
た
勅
で
あ
る
。
考
選

賜
祿
名
籍
の
具
体
的
な
内
容
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
授
刀
舎
人
の
人
事
面
の
処
遇
が
中
衛
府
の
管
轄
に
置
か
れ
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
も
や
は
り
時
期
的
に
見
て
聖
武
の
死
に
伴
う
処
置
で
、
お
そ
ら
く
は
聖
武
に
属
し
て
い
た
授
刀
舎
人
の
処
遇
を
定
め
た
勅
で

あ
ろ
う
。
注
目
さ
れ
る
の
は
中
衛
舎
人
と
の
区
別
を
明
確
化
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
中
衛
舎
人
と
授
刀
舎
人
が
異
な
る
役
割
を

担
っ
て
お
り
、
両
者
を
併
合
す
る
こ
と
が
困
難
だ
っ
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
り
、
授
刀
舎
人
は
、
中
衛
舎
人
に
は
解
消
さ
れ
得
な
い
別
の
原

理
を
も
っ
て
い
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

207752_首都大学東京_人文学歴史.indb   57 2012/03/10   12:48:10



人
文
学
報 

第
四
六
〇
号
　
二
〇
一
二
年
三
月

五
八

　

中
衛
府
の
設
置
記
事
を
掲
げ
る
。

『
続
日
本
紀
』
神
亀
五
年
（
七
二
八
）
八
月
甲
午
条

又
置
二

中
衛
府
一

。
大
将
一
人
、〈
従
四
位
上
。〉
少
将
一
人
、〈
正
五
位
上
。〉
将
監
四
人
、〈
従
六
位
上
。〉
将
曹
四
人
、〈
従
七
位
上
〉

府
生
六
人
、
番
長
六
人
、
中
衛
三
百
人
〈
号
曰
二

東
舎
人
一

。〉、
使
部
已
下
亦
有
レ

数
。
其
職
掌
常
在
二

大
内
一

、
以
備
二

周
衛
一

。
事

並
在
レ

格
。

狩
野
文
庫
本
『
類
聚
三
代
格
』
神
亀
五
年
勅（

20
）

勅　

中
衛
府

大
将
一
人
〈
従
四
位
上
官
〉　

中
将
一
人
〈
従
四
位
下
官
〉　

少
将
二
人
〈
正
五
位
下
官
〉　

将
監
四
人
〈
従
六
上
官
〉　

将
曹
四
人
〈
従

七
位
下
官
〉　

医
師
二
人　

府
生
六
人　

番
長
六
人　

中
衛
四
百
人　

使
部
三
十
人　

直
丁
二
人

右
官
員
、令
外
特
置
。
在
二

大
内
一

、以
備
二

周
衛
一

。
其
考
禄
料
善
最
等
、一
准
二

兵
衛
府
一

。
其
府
生
者
、帯
レ

剣
上
下
。
補
二

曹
不
定
一

。

准
二

文
官
史
生
一

与
レ

考
。
即
同
二

左
右
衛
士
府
主
帥
一

給
レ

禄
。
如
有
レ

立
レ

仗
者
、
執
レ

兵
立
レ

陣
。
余
五
衛
府
々
生
准
レ

此
。
宜
下

付

二

所
司
一

永
為
中

常
員
上

。

　
　
　
　
　
　
　

神
亀
五
年
□
月
廿
一
日

　

野
田
嶺
志
氏
は
中
衛
府
の
「
周
衛
」
に
注
目
し
て
、
他
の
五
衛
府
（
特
に
兵
衛
）
と
の
性
格
・
職
掌
の
違
い
を
主
張
し
て
い
る（

21
）。

氏

に
よ
れ
ば
、
令
規
定
や
続
紀
の
記
事（

22
）に

お
い
て
の
五
衛
府
の
任
務
を
示
す
言
葉
と
し
て
は
「
宿
衛
」
が
使
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

中
衛
府
に
は
そ
れ
を
避
け
て「
周
衛
」が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
す
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
唐
の
軍
制
に
お
い
て
は
折
衝
府
・
十
二
衛
に
は「
宿

衛
」
が
、
そ
れ
に
対
し
て
皇
帝
の
私
兵
と
さ
れ
る
禁
軍
（
北
衙
）
や
皇
太
子
の
軍
事
指
揮
に
関
係
し
た
場
合
に
「
周
衛
」
が
用
い
ら
れ
て

い
る
例
を
挙
げ
る
。

　

し
か
し
、「
周
衛
」
と
は
前
者
で
は
「
其
職
掌
常
在
大
内
、
以
備
周
衛
」、
後
者
で
は
「
在
大
内
、
以
備
周
衛
」
と
あ
る
よ
う
に
「
大
内
」

と
結
び
つ
い
て
い
る
。「
大
内
」
は
場
を
示
す
語
で
あ
り
内
裏
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
「
周
衛
」、文
字
通
り
に
解
釈
す
れ
ば
「
め
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授
刀
舎
人
の
特
質
―
古
代
中
央
軍
事
機
関
に
お
け
る
二
つ
の
警
護
原
理
―
（
磯
崎
）

五
九

ぐ
り
ま
も
る
こ
と
」、つ
ま
り
は
宮
域
と
い
う
場
を
護
る
こ
と
を
職
掌
と
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、令
制
五
衛
府
と
共
通
す
る
。
し
か
も「
周

衛
」
は
令
制
五
衛
府
の
職
務
に
も
使
わ
れ
る
用
語
で
あ
る
こ
と
が
次
の
記
事
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

『
続
日
本
紀
』
養
老
五
年
（
七
二
一
）
十
月
丁
亥
条

太
上
天
皇
召
二

入
右
大
臣
従
二
位
長
屋
王
、参
議
従
三
位
藤
原
朝
臣
房
前
一

、詔
曰
、「
朕
聞
、『
万
物
之
生
、靡
レ

不
レ

有
レ

死
』。（
中
略
）

又
皇
帝
摂
二

断
万
機
一

、一
同
二

平
日
一

。王
侯
卿
相
及
文
武
百
官
、不
レ

得
下

輙
離
二

職
掌
一

、追
従
中

喪
車
上

。各
守
二

本
司
一

視
レ

事
如
レ

恒
。

其
近
侍
官
并
五
衛
府
、
務
加
二

厳
警
一

、
周
衛
伺
候
、
以
備
二

不
虞
一

。」

元
明
太
上
天
皇
が
死
の
直
前
に
長
屋
王
・
藤
原
房
前
を
呼
び
、
後
事
を
託
し
語
っ
た
内
容
に
つ
い
て
の
記
事
で
あ
る
。
ま
ず
中
略
部
分
で

葬
儀
等
死
後
の
自
分
へ
の
措
置
に
つ
い
て
指
示
し
た
後
、天
皇
以
下
文
武
百
官
に
対
し
て
通
常
通
り
の
政
務
を
行
う
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

そ
し
て
近
侍
官
並
び
に
五
衛
府
に
対
し
て
、
警
戒
を
厳
重
（
務
加
厳
警
）
に
し
て
「
周
衛
伺
候
」
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。
場
の
論
理

を
編
成
原
理
と
す
る
五
衛
府
に
対
し
て
「
周
衛
」
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
中
衛
府
と
五
衛
府
が
同
様
の
性
格
を
有
し
て
い
た
こ
と
を

示
す
。

　

す
な
わ
ち
、
中
衛
府
の
編
成
は
五
衛
府
の
警
護
の
原
理
の
延
長
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る（

23
）。

で
は
、
中
衛
府
さ
ら
に
は
そ
の
前

提
で
あ
る
五
衛
府
と
は
区
別
さ
れ
る
、
授
刀
舎
人
の
論
理
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

三
　
授
刀
舎
人
の
警
護
原
理

　

こ
こ
で
改
め
て
授
刀
舎
人
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
慶
雲
四
年
（
七
〇
七
）
の
授
刀
舎
人
寮
設
置
に
つ
い
て
は
『
続
日
本
紀
』
慶
雲
四

年
七
月
丙
辰
条
に
「
始
置
二

授
刀
舎
人
寮
一

」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
令
制
五
衛
府
や
中
衛
府
の
よ
う
に
組
織
や
職
掌
に
つ
い
て
明
確
に

規
定
し
た
記
事
は
な
い
。
名
称
に
つ
い
て
は
帯
剣
寮
、
授
刀
寮
と
も
表
記
さ
れ
、
官
職
は
長
官（

24
）、

助
、
頭
な
ど
の
存
在
が
知
ら
れ
る
が
、

構
成
は
明
確
で
は
な
い
。
設
置
が
元
明
即
位
の
四
日
後
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
職
掌
と
し
て
は
首
皇
子
（
あ
る
い
は
そ
れ
と
元
明
）
を
警
護
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第
四
六
〇
号
　
二
〇
一
二
年
三
月

六
〇

す
る
こ
と
と
推
測
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
史
料
か
ら
は
武
官（

25
）と

認
識
さ
れ
て
い
た
程
度
の
こ
と
し
か
分
か
ら
な
い
。
な
お
、
首
皇
子

や
元
明
警
護
に
つ
い
て
は
否
定
的
な
見
解
も
あ
る
。

　

そ
こ
で
実
際
の
活
動
を
示
す
史
料
か
ら
そ
の
特
質
を
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
取
り
上
げ
る
の
は
『
万
葉
集
』
九
四
八
お
よ
び
九
四
九

の
詞
書
と
、『
日
本
霊
異
記
』
上
三
二
「
帰
二

信
三
宝
一

欽
二

仰
衆
僧
一

令
二

誦
経
一

得
二

現
報
一

縁
」
で
あ
る
。
最
初
に
『
万
葉
集
』
の
該
当

部
分
を
掲
げ
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

四
年
丁
卯
春
正
月
、
諸
王
諸
臣
子
等
に
勅
し
て
、
授
刀
寮
に
散
禁
せ
し
む
る
時
に
、
作
る
歌
一
首

（
中
略
）

　
　

反
歌
一
首                                                                

梅
柳
過
ぐ
ら
く
惜
し
み
佐
保
の
内
に
遊
び
し
こ
と
を
宮
も
と
ど
ろ
に 

右
は
、
神
亀
四
年
正
月
、
数
王
子
ま
た
諸
臣
子
等
、
春
日
野
に
集
ひ
て
、
打
毬
の
楽
を
作
す
。
そ
の
日
忽
に
天
陰
り
雨
ふ
り
雷
な

り
電
す
。
こ
の
時
に
宮
の
中
に
侍
従
と
侍
衛
と
無
し
。
勅
し
て
刑
罰
に
行
ひ
、
皆
授
刀
寮
に
散
禁
し
て
妄
て
道
路
に
出
づ
る
こ
と

を
得
ず
あ
ら
し
む
。
時
に
悒
憤
し
て
、
こ
の
歌
を
作
る
。
作
者
詳
ら
か
な
ら
ず
。

詞
書
に
は
神
亀
四
年
（
七
二
七
）
正
月
に
雷
雨
が
発
生
し
、
そ
の
と
き
宮
内
で
は
皇
子
や
諸
臣
ら
が
侍
従
や
侍
衛
を
せ
ず
、
春
日
野
で
打

毬
を
行
っ
て
い
た
の
で
、（
聖
武
の
）
勅
に
よ
っ
て
授
刀
寮
に
散
禁
す
る
と
い
う
事
件
に
ち
な
ん
だ
歌
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て

い
る
。
反
歌
に
「
宮
も
と
ど
ろ
に
」
と
あ
り
、
歌
と
し
て
の
誇
張
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
も
の
の
宮
廷
中
が
騒
ぎ
に
な
る
よ
う
な
大
事
件

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
記
事
中
で
授
刀
寮
は
侍
従
・
侍
衛
の
散
禁
（
勾
留
）
場
所
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
長
屋

王
の
変
の
事
例
か
ら
考
え
る
と
こ
こ
で
散
禁
活
動
を
行
っ
た
の
も
、
授
刀
寮
だ
と
考
え
る
。
長
屋
王
の
変
で
は
、
六
衛
の
兵
が
王
宅
に
派

遣
さ
れ
（『
続
日
本
紀
』
天
平
元
年
二
月
辛
未
条
）、
そ
の
の
ち
家
内
の
人
が
左
右
衛
士
・
兵
衛
府
に
禁
着
（
散
禁
と
同
意
）
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
（
同
癸
酉
条
）。
つ
ま
り
実
際
に
派
遣
さ
れ
た
衛
府
が
禁
着
先
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
本
条
の
場
合
も
授
刀
寮
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授
刀
舎
人
の
特
質
―
古
代
中
央
軍
事
機
関
に
お
け
る
二
つ
の
警
護
原
理
―
（
磯
崎
）

六
一

が
散
禁
活
動
も
行
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　
『
日
本
霊
異
記
』
上
三
二
「
帰
二

信
三
宝
一

欽
二

仰
衆
僧
一

令
二

誦
経
一

得
二

現
報
一

縁
」
も
授
刀
寮
の
散
禁
に
関
わ
る
内
容
を
含
ん
で
い 

る
。

　
『
日
本
霊
異
記
』
上
三
二
「
帰
二

信
三
宝
一

欽
二

仰
衆
僧
一

令
二

誦
経
一

得
二

現
報
一

縁
」

神
亀
四
年
歳
次
二

丁
卯
九
月
中
一

、
聖
武
天
皇
、
与
二

群
臣
猟
於
添
上
郡
山
村
之
山
一

。
有
レ

鹿
走
二

入
細
見
里
百
姓
之
家
中
一

、
家
人

不
レ

覚
殺
而
噉
之
、
後
天
皇
聞
之
、
遣
レ

使
捕
二

其
人
等
一

。（
略
）

既
而
従
レ

使
参
向
、
於
二

授
刀
寮
一

禁
之
。
即
依
二

皇
子
誕
生
一

、
于
レ

時
朝
庭
大
賀
大
赦
、
天
下
不
レ

加
刑
罰
、
反
賜
三

官
禄
於
二

衆
人
一

、

歓
喜
無
レ

比
。
誠
知
、
丈
六
之
威
光
、
誦
経
之
功
徳
也
。

内
容
は
、
聖
武
天
皇
の
狩
で
追
わ
れ
た
鹿
が
百
姓
の
家
に
迷
い
込
み
、
家
人
が
そ
れ
を
聖
武
の
獲
物
と
知
ら
ず
食
し
て
し
ま
い
、
後
に
天

皇
よ
り
使
が
派
遣
さ
れ
そ
の
百
姓
ら
が
授
刀
寮
に
禁
じ
ら
れ
た
が
皇
子
誕
生
の
大
赦
で
救
わ
れ
る
と
い
う
説
話
で
あ
る
。
こ
の
説
話
で
も

授
刀
寮
は
散
禁
先
と
し
か
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
狩
猟
に
授
刀
寮
が
参
加
し
た
か
ど
う
か
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
警
備
を
担
当
す
る

官
司
が
い
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
先
の
万
葉
集
の
場
合
と
同
様
に
散
禁
先
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
狩
猟
に
付
き
従
っ
て
い
た

の
で
は
な
い
か（

26
）。

　

二
つ
の
記
事
で
注
目
し
た
い
の
は
授
刀
寮
が
散
禁
先
に
な
っ
て
い
る
理
由
で
あ
る
。
万
葉
集
で
の
王
や
侍
従
・
侍
衛（

27
）は

雷
発
生
時
に

聖
武
に
伺
候
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
霊
異
記
で
の
百
姓
は
聖
武
の
獲
物
を
食
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
じ
聖
武
期
に
発
生

し
た
長
屋
王
の
変
で
の
衛
府
が
家
内
の
人
を
捕
獲
し
た
理
由
が
、
ま
さ
に
前
節
で
述
べ
た
天
皇
の
地
位
・
機
構
を
脅
か
す
存
在
か
ら
護
る

こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
と
比
較
す
る
と
異
質
で
あ
る
。
で
は
授
刀
寮
の
散
禁
理
由
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
雷
は
聖
武
の
身
体
に
危
機
を
及
ぼ

す
脅
威
で
あ
り
、
獲
物
は
本
来
聖
武
の
身
体
に
入
る
べ
き
存
在
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
両
者
と
も
聖
武
個
人
の
身
体
を
脅
か
す
行
為
を
行
っ

た
か
ら
だ
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
は
王
、
侍
従
、
侍
衛
、
百
姓
と
い
う
身
分
の
差
も
関
係
な
い
。
こ
の
授
刀
寮
と
衛
府
の
違
い

は
、
拘
禁
活
動
の
み
な
ら
ず
、
両
者
の
性
格
全
般
の
差
に
由
来
す
る
の
で
は
な
い
か
。
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六
二

　

授
刀
寮
の
二
記
事
が
い
ず
れ
も
聖
武
に
関
わ
る
記
事
で
あ
っ
た
こ
と
は
両
者
の
関
係
の
深
さ
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
と
れ
る
が
、
問
題

は
そ
の
関
係
の
内
容
で
あ
る
。
そ
れ
を
考
え
る
た
め
に
、
天
平
勝
宝
八
歳
（
七
五
六
）
五
月
の
聖
武
没
後
の
授
刀
舎
人
に
関
し
て
出
さ
れ

た
二
つ
の
勅
を
検
討
し
た
い
。
第
一
は
天
平
勝
宝
八
歳
（
七
五
六
）
五
月
に
出
さ
れ
た
勅
で
あ
る
。

　
『
続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
八
歳
五
月
乙
亥
条

三
七
。
於
二

左
右
京
諸
寺
一

誦
経
焉
。
勅
曰
、「
左
衛
士
督
従
四
位
下
坂
上
忌
寸
犬
養
、
右
兵
衛
率
従
五
位
上
鴨
朝
臣
虫
麻
呂
、
久
侍

二

禁
掖
一

。
深
承
二

恩
渥
一

。
悲
情
難
レ

抑
、
伏
乞
レ

奉
レ

陵
。
朕
嘉
二

乃
誠
一

、
仍
許
レ

所
レ

請
。
先
代
寵
臣
、
未
レ

見
レ

如
レ

此
也
。
宜
下

表
二

褒
賞
一

以
勤
上
レ

事
レ

君
。
犬
養
叙
二

正
四
位
上
一

、
虫
麻
呂
従
四
位
下
。
其
所
レ

従
授
刀
舍
人
廿
人
増
二

位
四
等
一

。」

こ
こ
で
は
聖
武
に
久
し
く
仕
え
て
き
た
左
衛
士
督
坂
上
忌
寸
犬
養
、
右
兵
衛
率
鴨
朝
臣
虫
麻
呂
が
聖
武
の
陵
に
奉
仕
す
る
願
い（

28
）を

認
め

「
褒
賞
」
と
し
て
叙
位
を
行
う
と
と
も
に
、
二
人
に
従
っ
て
陵
に
奉
仕
す
る
授
刀
舎
人
二
十
人
の
位
四
等
を
増
す
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

両
者
の
申
請
は
、
左
衛
士
督
、
右
兵
衛
率
と
い
う
官
職
に
在
任
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
聖
武
と
の
人
格
的
な
つ
な
が
り
が
強

か
っ
た
た
め
の
行
動
で
あ
っ
た
。
し
か
も
二
人
が
衛
士
府
、
兵
衛
府
の
官
人
で
あ
り
な
が
ら
、
従
っ
た
の
は
指
揮
下
に
あ
る
衛
士
や
兵
衛

で
は
な
く
授
刀
舎
人
で
あ
る
。
授
刀
舎
人
（
寮
）
に
も
聖
武
と
の
人
格
的
な
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

す
な
わ
ち
授
刀
舎
人
の
役
割
と
は
皇
子
時
代
か
ら
一
貫
し
て
聖
武
と
い
う
人
格
を
護
り
続
け
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
同
じ

武
官
で
も
衛
府
は
場
の
論
理
に
基
づ
い
て
警
護
の
役
割
を
果
た
し
た
の
に
対
し
て
、
授
刀
舎
人
は
人
格
の
論
理
に
基
づ
い
て
警
護
の
役
割

を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
護
る
原
理
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
差
異
が
令
制
五
衛
府
の
再
編
で
は
な
く
、
授
刀
舎

人
寮
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
の
要
因
と
な
り
、
授
刀
舎
人
を
中
衛
舎
人
に
吸
収
す
る
こ
と
を
困
難
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
授
刀
舎
人
が
一
貫
し
て
聖
武
と
い
う
人
格
を
護
る
た
め
に
存
在
し
て
い
た
と
す
る
場
合
、
聖
武
没
後
の
授
刀
舎
人
の
展
開
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
一
般
に
第
二
次
授
刀
舎
人
を
認
め
る
立
場
で
は
、
第
二
次
授
刀
舎
人
が
阿
部
内
親
王
（
孝
謙
・
称

徳
）
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
と
さ
れ
て
き
た
。
ま
ず
、天
平
宝
字
三
年
（
七
五
九
）
十
二
月
に
設
置
さ
れ
た
授
刀
衛
設
置
記
事
を
挙
げ
る
。

『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
三
年
十
二
月
甲
子
条
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授
刀
舎
人
の
特
質
―
古
代
中
央
軍
事
機
関
に
お
け
る
二
つ
の
警
護
原
理
―
（
磯
崎
）

六
三

置
二

授
刀
衛
一

。
其
官
員
、
督
一
人
従
四
位
上
官
、
佐
一
人
正
五
位
上
官
、
大
尉
一
人
従
六
位
上
官
、
少
尉
一
人
正
七
位
上
官
、
大

志
二
人
従
七
位
下
官
、
少
志
二
人
正
八
位
下
官
。

こ
の
授
刀
衛
の
役
割
に
つ
い
て
は
次
に
掲
げ
る
称
徳
の
宣
命
の
中
で
、
聖
武
の
言
葉
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
内
容
か
ら
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
三
年
（
七
六
九
）
十
月
朔
条

朕
が
東
人
に
刀
授
け
て
侍
ら
し
む
る
事
は
汝
の
近
き
護
と
し
て
護
ら
し
め
よ
と
念
ひ
て
な
も
在
る
。
是
の
東
人
は
常
に
云
は
く
、「
額

に
は
箭
は
立
つ
と
も
背
に
は
箭
は
立
た
じ
」
と
云
ひ
て
、
君
を
一
つ
心
を
以
て
護
る
物
そ
。
此
の
心
知
り
て
汝
つ
か
へ
」
と
勅
り

た
ま
ひ
し
御
命
を
忘
れ
ず
。
此
の
状
悟
り
て
諸
の
東
国
の
人
等
謹
し
ま
り
奉
侍
れ
。

聖
武
が
東
人
に
刀
を
授
け
て
称
徳
の
近
き
護
り
と
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
「
東
人
に
刀
授
け
て
」
と
は
一
般

に
授
刀
舎
人
の
こ
と
を
示
す
と
さ
れ
る（

29
）。

つ
ま
り
授
刀
舎
人
が
「
近
き
護
り
」
と
し
て
聖
武
か
ら
孝
謙
に
授
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
授
刀
舎
人
が
聖
武
と
い
う
人
格
か
ら
孝
謙
と
い
う
人
格
に
警
護
の
対
象
が
変
わ
っ
た
こ
と
を

示
す
。
衛
府
で
あ
る
な
ら
ば
職
掌
と
し
て
警
護
の
対
象
は
明
ら
か
に
な
る
が
、
人
格
を
対
象
と
す
る
授
刀
舎
人
だ
か
ら
こ
そ
聖
武
か
ら
自

分
（
称
徳
）
に
授
け
ら
れ
た
の
だ
と
い
う
関
係
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
授
刀
衛
の
性
格
は
仲
麻
呂
の
乱
で
の
動
き
に
反
映
さ
れ
る
。
こ
の
乱
で
は
中
衛
府
（
当
時
は
鎮
国
衛
）
が
仲
麻
呂
側
の
、
授
刀
衛

が
孝
謙
側
の
軍
事
的
基
盤
と
な
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
背
景
を
考
え
た
い
。
乱
発
生
時
の
続
紀
記
事
を
掲
げ
る
。

『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
八
年
（
七
六
四
）
九
月
乙
巳
条

太
師
藤
原
恵
美
朝
臣
押
勝
逆
謀
頗
泄
。
高
野
天
皇
、
遣
二

少
納
言
山
村
王
一

、
收
二

中
宮
院
鈴
印
一

。
押
勝
聞
レ

之
、
令
二

其
男
訓
儒
麻

呂
等
一

邀
而
奪
レ

之
。
天
皇
遣
二

授
刀
少
尉
坂
上
苅
田
麻
呂
、
将
曹
牡
鹿
嶋
足
等
一

、
射
而
殺
レ

之
。
押
勝
又
遣
二

中
衛
将
監
矢
田
部 

老
一

、
被
レ

甲
騎
レ

馬
、
且
刧
二

詔
使
一

。
授
刀
紀
船
守
亦
射
殺
レ

之
。
勅
曰
、「
太
師
正
一
位
藤
原
恵
美
朝
臣
押
勝
并
子
孫
、
起
レ

兵 

作
レ

逆
。
仍
解
二

免
官
位
一

、
并
除
二

藤
原
姓
字
一

已
畢
。
其
職
分
功
封
等
雜
物
、
宜
二

悉
收
一
レ

之
。」
即
遣
レ

使
固
二

守
三
関
一

。
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四

恵
美
押
勝
の
謀
反
が
発
覚
し
、
孝
謙
側
が
奪
っ
た
駅
鈴
・
内
印
を
奪
い
か
え
そ
う
と
し
た
仲
麻
呂
の
男
恵
美
訓
儒
麻
呂
を
、
孝
謙
の
命
を

受
け
て
授
刀
少
尉
坂
上
苅
田
麻
呂
、
将
曹
牡
鹿
嶋
足
が
射
殺
。
一
方
、
押
勝
側
は
中
衛
将
監
（
当
時
は
鎮
国
衛
将
監
）
矢
田
部
老
を
派
遣

す
る
が
授
刀
舎
人
の
紀
船
守
に
射
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
ほ
か
、
当
時
押
勝
は
鎮
国
衛
大
尉
（
中
衛
大
将
）
で
あ
り
、
中
将
以
下
に
も

押
勝
に
つ
な
が
り
の
あ
る
者
が
任
ぜ
ら
れ
る
な
ど
か
ら
押
勝
側
の
拠
点
と
な
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

一
般
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
上
級
官
人
の
構
成
に
よ
っ
て
両
陣
営
の
軍
事
的
基
盤
と
な
っ
た
背
景
が
説
明
さ
れ
る
が
、
そ
の
構
成
が
可
能
に

な
っ
た
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
こ
の
官
人
配
置
の
差
異
は
本
稿
で
述
べ
て
き
た
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
の
違
い
に
よ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
令
制
衛
府
と
同
じ
性
格
を
持
つ
中
衛
府
が
場
の
論
理
に
基
づ
い
て
警
護
を
果
た
す
官
職
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

当
時
場
の
中
心
で
あ
っ
た
淳
仁
を
護
る
た
め
に
淳
仁
や
仲
麻
呂
に
近
い
人
物
が
任
官
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
授
刀
衛
で
孝
謙
に
近
い
人
物
が

任
官
さ
れ
た
の
も
そ
も
そ
も
授
刀
衛
が
称
徳
と
い
う
人
格
を
護
る
存
在
で
あ
っ
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、衛
府
と
授
刀
舎
人
は
異
質
の
存
在
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
授
刀
舎
人
の
特
質
は
聖
武
（
首
）・
孝
謙
（
阿
部
・
称
徳
）

と
い
う
人
格
を
護
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
皇
子
、
内
親
王
、
皇
太
子
、
天
皇
、
太
上
天
皇
と
そ
の
地
位
の
変
化
に
関
係
な
く
、
一
貫
し
て
二

人
の
人
格
を
護
る
た
め
に
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
令
制
五
衛
府
及
び
中
衛
府
は
宮
や
行
幸
と
い
う
場
の
論
理
に
基
づ

い
て
編
成
さ
れ
た
存
在
で
あ
り
、
授
刀
舎
人
と
は
質
的
に
異
な
っ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
衛
府
が
警
護
の
対
象
と
す
る
場
の
中
心
に
い
る
の

は
天
皇
だ
が
、
皇
位
の
移
動
に
よ
っ
て
護
る
対
象
・
人
格
も
変
わ
る
。
い
わ
ば
衛
府
は
人
格
で
は
な
く
天
皇
と
い
う
機
構
を
守
る
た
め
の

存
在
で
あ
っ
た
。

　

一
方
で
授
刀
衛
は
仲
麻
呂
の
乱
の
翌
年
で
あ
る
天
平
神
護
元
年
（
七
六
五
）
二
月
に
近
衛
府
と
な
る
。
四
等
官
の
呼
称
が
授
刀
衛
の
督
・

佐
・
尉
・
志
か
ら
、
大
将
・
中
将
・
少
将
・
将
監
・
将
曹
と
な
り
、
中
衛
府
に
準
じ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
続
紀
の
記
事
に
お
い
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授
刀
舎
人
の
特
質
―
古
代
中
央
軍
事
機
関
に
お
け
る
二
つ
の
警
護
原
理
―
（
磯
崎
）

六
五

て
は
こ
の
呼
称
は
仲
麻
呂
の
乱
の
記
事
か
ら
使
わ
れ
始
め
て
い
る
。
こ
の
変
化
は
授
刀
衛
が
衛
府
化
、
す
な
わ
ち
場
の
論
理
に
基
づ
く
組

織
に
再
編
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
す（

30
）。

そ
の
こ
と
は
衛
府
で
は
担
え
な
か
っ
た
人
格
を
護
る
機
関
が
必
要
と
な
く
な
っ
た
こ
と
を
意

味
す
る
。
授
刀
舎
人
が
対
象
と
し
て
い
た
人
格
は
、
王
権
に
関
わ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
授
刀
衛
の
変
化
は
王
権
に
何
ら
か
の

変
質
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
変
質
に
つ
い
て
の
考
察
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
1
）井
上
薫「
舎
人
制
度
の
一
考
察
」『
日
本
古
代
の
政
治
と
宗
教
』吉
川
弘
文
館
、一
九
六
一（
初
出
一
九
六
〇
）。
関
晃「
書
評　

大
阪
歴
史
学
会
編『
律

令
国
家
の
基
礎
構
造
』」『
歴
史
学
研
究
』
二
四
五　

一
九
六
一
。
直
木
孝
次
郎
「
古
代
天
皇
の
私
的
兵
力
に
つ
い
て
」『
飛
鳥
奈
良
時
代
の
研
究
』

塙
書
房
、
一
九
七
五
（
初
出
一
九
六
二
）。
笹
山
晴
生
「
授
刀
舎
人
補
考
」
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
（
初
出
一
九
五
七
）。
林
陸
朗
「
皇
位

継
承
と
親
衛
隊
」『
上
代
政
治
社
会
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
。
坂
上
康
俊
『
平
城
京
の
時
代
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
な
ど
。

（
2
）
野
尻
房
夫
「
舎
人
と
衛
府
」
遠
藤
元
男
先
生
頒
寿
記
念
会
編
『
日
本
古
代
史
論
苑
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
三
。
山
田
充
昭
「
授
刀
舎
人
を
「
天

皇
私
兵
」
と
す
る
学
説
に
つ
い
て
」『
続
日
本
紀
研
究
』
二
八
七
、一
九
九
三
。
以
下
、
二
氏
の
見
解
は
こ
れ
に
よ
る
。

（
3
）
石
母
田
正
『
日
本
の
古
代
国
家
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
。

（
4
）
笹
山
晴
生
「
中
衛
府
の
研
究
」（
初
出
一
九
五
七
）
他
、
注
（
１
）
著
書
所
収
論
文
。

（
5
）
井
上
注
（
１
）
論
文
。
井
上
氏
に
対
し
て
は
注
（
１
）
に
掲
げ
た
諸
氏
か
ら
の
批
判
が
あ
る
。
角
田
文
衛
「
軍
団
と
衛
府
」『
律
令
国
家
の
展
開
』

塙
書
房
、
一
九
六
五
（
初
出
一
九
六
〇
）。
角
田
氏
の
議
論
に
つ
い
て
は
笹
山
注
（
１
）
論
文
が
述
べ
る
よ
う
に
確
証
が
な
い
。
そ
の
ほ
か
野
田

嶺
志
『
律
令
国
家
の
軍
事
制
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

（
6
）
大
宝
令
で
は
長
官
は
率
、
次
官
は
翼
で
あ
っ
た
。

（
7
）	

衛
府
の
担
当
区
域
に
つ
い
て
は
笹
山
注
（
１
）
論
文
。
門
に
つ
い
て
は
直
木
孝
次
郎
「
大
極
殿
の
門
」『
飛
鳥
奈
良
時
代
の
研
究
』
塙
書
房
、

一
九
七
五
（
初
出
一
九
六
七
）、
同
「
平
城
宮
諸
門
の
一
考
察
」『
日
本
書
紀
研
究
』
一
五　

塙
書
房
、
一
九
七
五
、
浅
野
充
「
古
代
天
皇
制
国
家

の
成
立
と
宮
都
の
門
」『
日
本
古
代
の
国
家
形
成
と
都
市
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
七
（
初
出
一
九
九
〇
）。

（
8
）
浅
野
注
（
７
）
論
文
。

（
9
）
仁
井
田
陞
・
池
田
温
『
唐
令
拾
遺
補
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
。

（
10
）
武
田
佐
知
子
「
日
本
衣
服
令
の
特
質
」『
古
代
国
家
の
形
成
と
衣
服
制
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
。
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人
文
学
報 

第
四
六
〇
号
　
二
〇
一
二
年
三
月

六
六

（
11
）
門
や
そ
れ
を
含
む
垣
か
ら
の
侵
入
は
天
皇
の
在
所
に
近
い
ほ
ど
罪
が
重
く
（
養
老
衛
禁
律
闌
入
宮
門
条
、
闌
入
踰
閾
為
限
条
）、
こ
の
こ
と
は
門

や
垣
が
天
皇
を
守
る
た
め
の
防
備
施
設
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
さ
れ
る
。「
文
献
に
み
え
る
宮
城
門
・
大
垣
」
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
平

城
宮
発
掘
調
査
報
告
Ⅸ
』、
一
九
八
七
。

（
12
）『
訳
註
日
本
律
令
』
二　

東
京
堂
出
版
、
一
九
七
五
。

（
13
）
仁
藤
敦
史
「
古
代
王
権
と
行
幸
」『
古
代
王
権
と
官
僚
制
』
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
〇
（
初
出
一
九
九
〇
）。

（
14
）
榎
本
淳
一
氏
（「
養
老
律
令
試
論
」
笹
山
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
律
令
制
論
集
』
上
巻　

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
）
は
大
宝
令
に
は
宮
衛

令
に
相
当
す
る
篇
目
が
な
く
、
軍
防
令
が
養
老
宮
衛
令
の
内
容
を
あ
わ
せ
含
む
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
れ
は
浄
御
原
令
を
継
承
し
た
た
め
だ

と
さ
れ
る
。

（
15
） 	

小
倉
章
雄
「
授
刀
舎
人
寮
に
つ
い
て
」『
続
日
本
紀
研
究
』
二
四
四
、一
九
八
六
。
仁
藤
敦
注
（
13
）
著
書
。

（
16
）
直
木
前
掲
論
文
。

（
17
）
直
木
氏
は
天
皇
の
私
兵
で
あ
っ
た
た
め
に
存
在
し
な
か
っ
た
と
す
る
。

（
18
）
記
載
さ
れ
て
い
る
天
平
元
年
の
大
伴
旅
人
か
ら
房
前
宛
書
状
で
房
前
を
「
中
衛
高
明
閣
下
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
。

（
19
）
な
お
、
笹
山
氏
は
中
衛
府
が
藤
原
氏
の
権
力
基
盤
と
な
っ
た
と
い
う
立
場
を
取
っ
て
い
る
。

（
20
）	

中
衛
府
設
置
に
関
す
る
続
紀
記
事
と
三
代
格
文
の
比
較
に
つ
い
て
は
笹
山
晴
生
「
中
衛
府
設
置
に
関
す
る
類
聚
三
代
格
所
載
勅
に
つ
い
て
」（
注

（
１
）
著
書
、
初
出
一
九
五
五
）、
古
藤
真
平
「
中
衛
府
・
近
衛
府
官
員
制
度
の
再
検
討
」
角
田
文
衛
先
生
傘
寿
記
念
会
編
『
古
代
世
界
の
諸
相
』

晃
洋
書
房
、
一
九
九
三
。
仁
藤
敦
史
「「
弘
仁
格
」
の
編
纂
方
針
」（
注
（
13
）
著
書
、
初
出
一
九
九
五
）
な
ど
。 

（
21
）
野
田
嶺
志
「
中
衛
府
設
置
と
律
令
国
家
の
軍
事
制
」『
律
令
国
家
の
軍
事
制
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
。

（
22
）『
続
日
本
紀
』
の
記
事
は
神
亀
四
年
（
七
二
七
）
三
月
甲
午
条
。

（
23
）
中
衛
府
の
編
成
原
理
が
令
制
五
衛
府
と
共
通
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
可
能
性
が
あ
る
の
が
二
条
大
路
木
簡
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
そ
の
中
の
門

守
衛
に
関
わ
る
木
簡
、「
中
衛
」
の
表
記
を
含
む
木
簡
、
そ
う
し
た
木
簡
と
共
に
出
土
し
た
墨
書
土
器
で
あ
る
。
門
は
皇
后
宮
の
門
と
さ
れ
て
お

り
、
兵
衛
府
が
門
守
衛
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
見
解
が
一
致
し
て
い
る
が
、
中
衛
府
の
関
与
の
有
無
に
つ
い
て
は
論
者
に
よ
っ
て
見

解
が
異
な
っ
て
い
る
。
中
衛
府
も
門
守
衛
を
担
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
令
制
五
衛
府
の
編
成
原
理
と
共
通
性
を
示
す
事
例
と
な
り
う
る
。
鬼
頭
清

明
「
二
条
大
路
出
土
の
門
号
記
載
木
簡
に
つ
い
て
」
虎
尾
俊
哉
編
『
律
令
国
家
の
政
務
と
儀
礼
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
、
渡
辺
晃
宏
「
二
条

大
路
木
簡
と
皇
后
宮
」
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
平
城
京
左
京
二
条
二
坊
・
三
条
二
坊
発
掘
調
査
報
告
：
長
屋
王
邸
・
藤
原
麻
呂
邸
の
調
査
』

一
九
九
五
、今
泉
隆
雄
「
門
牓
制
・
門
籍
制
と
木
簡
」『
古
代
木
簡
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、一
九
九
八
、高
橋
周
「
兵
衛
関
連
木
簡
の
再
検
討
」『
学

習
院
史
学
』
三
九
、二
〇
〇
一
ほ
か
参
照
。

（
24
）『
続
紀
』和
銅
元
年（
七
〇
八
）三
月
丙
辰
条
小
野
馬
養
の
帯
剣
寮
長
官
任
官
記
事
。
一
般
的
に
は
帯
剣
寮
は
授
刀
舎
人
寮
と
同
一
官
司
と
さ
れ
る
が
、
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授
刀
舎
人
の
特
質
―
古
代
中
央
軍
事
機
関
に
お
け
る
二
つ
の
警
護
原
理
―
（
磯
崎
）

六
七

野
田
嶺
志
氏
は
授
刀
舎
人
寮
と
帯
剣
寮
を
別
の
官
司
と
区
別
し
て
い
る
（
野
田
『
防
人
と
衛
士
』
教
育
社
、一
九
八
〇
お
よ
び
前
掲
注
（
21
）
論
文
）。

表
記
の
違
い
が
別
官
司
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
可
能
性
は
認
め
ら
れ
る
が
、
氏
が
両
者
を
独
自
の
軍
隊
・
武
力
で
は
な
く
武
装
舎
人
を
発
見
し
、

需
要
に
応
じ
て
配
分
す
る
組
織
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
根
拠
が
明
確
で
な
く
、
後
述
す
る
授
刀
寮
の
活
動
例
か
ら
も
し
た
が
え
な

い
。
そ
の
他
、
助
、
頭
に
つ
い
て
は
同
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
三
月
丙
辰
条
笠
朝
臣
御
室
の
任
官
記
事
、『
令
集
解
』
衣
服
令
穴
記
所
引
養
老
六

年
（
七
二
二
）
二
月
二
十
三
日
格
で
従
三
位
行
従
刀
頭
藤
原
朝
臣
房
前
の
位
袋
に
関
す
る
意
見
を
引
用
し
て
い
る
。

（
25
）
続
日
本
紀
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
八
月
甲
申
条

　

詔
以
二
舎
人
親
王
一
爲
二
知
太
政
官
事
一
、
新
田
部
親
王
爲
二
知
五
衛
及
授
刀
舎
人
事
一
。

同
五
年
（
七
二
一
）
十
二
月
辛
丑
条

　

太
政
官
奏
、
授
刀
寮
及
五
衛
府
。
別
設
二
鉦
鼓
各
一
面
一
、
便
作
二
将
軍
之
号
令
一
、
以
為
二
兵
士
之
耳
目
一
、
節
二
進
退
動
静
一
。
奏
可
之
。

続
日
本
紀
神
亀
四
年
（
七
二
七
）
三
月
甲
午
条

天
皇
御
二
南
苑
一
。
参
議
従
三
位
阿
倍
朝
臣
広
庭
宣
レ
勅
云
、
衛
府
人
等
、
日
夜
宿
二
衛
闕
庭
一
。
不
レ
得
下
輙
離
二
其
府
一
散
中
使
他
處
上
。
因
賜
下

五
衛
府
及
授
刀
寮
医
師
已
下
至
二
衛
士
一
布
上
。
人
有
レ
差
。

（
26
）
仁
藤
氏
は
別
の
視
点
か
ら
授
刀
舎
人
が
行
幸
に
従
っ
た
例
と
判
断
し
て
い
る
。

（
27
）
こ
の
「
侍
従
」、「
侍
衛
」
は
令
規
定
や
そ
の
解
釈
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
『
令
義
解
』
選
叙
令
23
で
は
侍
衛
を

侍
従
以
上
、
内
舎
人
、
中
務
判
官
以
上
、
内
記
、
兵
衛
等
と
し
て
い
る
が
、
本
条
は
明
ら
か
に
異
な
る
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
本
条
の
場
合

考
え
ら
れ
る
の
は
宮
中
の
侍
従
・
侍
衛
と
い
う
書
き
分
け
方
か
ら
、
天
皇
の
側
に
仕
え
る
文
官
・
武
官
を
さ
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
宮
と
い
う
場

か
ら
考
え
て
場
の
警
護
を
行
う
衛
府
の
官
人
が
含
ま
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

（
28
）『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
八
年
（
七
六
四
）
十
二
月
乙
亥
条
に
見
え
る
犬
養
の
卒
伝
記
事
で
は
「
聖
武
皇
帝
登
祚
、寵
之
厚
焉
。」、「
乞
レ
守
二
山
陵
一
」

と
あ
る
。

（
29
）
山
田
注
（
２
）
論
文
で
は
授
刀
舎
人
や
近
衛
の
実
例
が
東
国
出
身
者
に
限
ら
れ
な
い
こ
と
を
重
視
し
て
、
こ
こ
で
い
う
「
東
人
」
と
は
授
刀
舎
人

で
は
な
く
、
実
際
の
東
国
出
身
者
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
が
、「
東
人
」
が
何
を
示
す
か
に
つ
い
て
は
「
明
確
な
答
え
を
出
し
得
な
い
」

と
す
る
。
こ
の
時
期
に
刀
を
授
け
ら
れ
、
な
お
か
つ
宣
命
で
言
及
さ
れ
う
る
集
団
は
他
に
見
い
だ
せ
な
い
の
で
授
刀
舎
人
を
示
す
と
か
ん
が
え
て

い
い
の
で
は
な
い
か
。

（
30
）
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
、
授
刀
舎
人
を
管
轄
す
る
官
司
名
に
「
授
刀
衛
」
と
い
う
鎮
国
衛
な
ど
と
共
通
す
る
「
衛
」
が
付
せ
ら
れ
た
時
点
で
授
刀
舎

人
の
変
化
が
始
ま
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
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